
 

 

 

 

 

 

 

 

2022年度運輸安全マネジメントの取り組みについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有限会社三友交通 

令和 5 年 4月 1日 

 

 



1. 輸送の安全に関する基本的な方針 

① 当社の安全方針 

・安全最優先 

・法令遵守 

・日々改善 

② 社長は、輸送の安全の確保が事業経営の根幹であることを深く認識し、社内において輸送の

安全の確保に主導的な役割を果たします。現場における安全に関する声に真摯に耳を傾ける

など現場の状況を十分に踏まえつつ、社員に対し輸送の安全の確保が最も重要であるという

意識を徹底させます。 

③ 輸送の安全に関する計画の策定・実行・チェック・改善（Plan Do Check Act）を確実に

実施し、安全対策を不断に見直し、全社員が一丸となって輸送の安全性の向上に努めてまい

ります。また輸送の安全に関する情報については積極的に公表いたします。 

                        有限会社三友交通 代表取締役 吉野 勝彦 

 

2. 輸送の安全に関する目標及び目標の達成状況 

2021安全目標 

項目 2021年度目標 達成状況 

人身事故 0件 0件 

物損事故 0件 3件 

健康起因の事故 0件 0件 

交通違反 0件 0件 

 

 2022年度 安全目標 

項目 2022年度目標  

人身事故 0件  

物損事故 0件  

健康起因の事故 0件  

交通違反 0件  

 

3. 事故に関する統計 

2022年 4月 1日から 2023年 3月 31日までの期間、弊社における自動車事故報告規則大

2条に規定する事故はございませんでした。 

 

4. 輸送の安全のために講じた措置及び講じようとした措置 

① 事故防止・労働環境改善・健康管理・感染症予防対策会議 

年度始めに安全統括管理者が輸送の安全に関する事故防止・労働環境改善・健康管理・感染

症予防についての会議を開催し、社長を交え全社員と業務について意見交換を行っておりま

す。 



② 輸送の安全に関する投資（2022年度実績） 

車両予防整備 約 2.500.000円 

新型コロナ感染予防対策 約 500.000円 

インフルエンザ予防接種 約 40.000円 

健康管理（生活習慣病予防検診等） 80.000円 

SUS スクリーニング検査 50.000円 

NASVA 認定ガイドラインセミナー受講 5.200円 

適性診断（一般）20.000円 

安全教育・研修に関する費用 約 150.000円 

IP 無線・車両動態管理・アルコールチェッカー 約 400.000円 

AED 自動体外除細動器（リース維持）約 210.000 円 

③ 輸送の安全に関する投資（2023年度予算） 

車両予防整備 約 3.000.000円 

新型コロナ感染予防対策 約 300.000円 

インフルエンザ予防接種 約 40.000円 

健康管理（生活習慣病予防検診） 約 80.000円 

SUS スクリーニング検査 約 50.000円 

NASVA 認定ガイドラインセミナー受講 5.200円 

適性診断（一般・適齢）7.700円 

安全教育・研修に関する費用 約 200.000円 

IP 無線・車両動態管理・アルコールチェッカー 約 400.000円 

AED 自動体外除細動器（リース維持）約 210.000 円 

④ 安全運動等 

春の全国交通安全運動（4月）夏季輸送安全総点検（7・8月） 

秋の全国交通安全運動（9月）年末年始輸送安全総点検（12・1月） 

   

5. 輸送の安全に係る情報の伝達体制その他の組織体制 

事故・事件・災害時緊急連絡体制 別添 

輸送安全組織図 別添 

 

6. 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況 

・年間教育計画に基づいた指導教育 

・ヒヤリハット及びドライブレコーダーの映像を用いた指導 

・実車両を使用した運転技術向上のための研修 

・事故・事件・災害時対応・乗客の避難誘導訓練 

・冬季タイヤチェーン着脱・雪路走行・訓練 

・健康管理・疾病起因の事故防止・感染症対策の指導 

・飲酒運転・薬物乱用撲滅の指導 



 

7. 輸送の安全に係る内部監査の結果並びにそれに基づき講じた措置及び講じようとする措置 

2023年 3月に本社営業所の内部監査を行いました、安全管理体制や安全への取り組みついて

概ね適性となりました。 

 

8. 安全管理規定 

三友交通 安全管理規定 別添 

 

9. 安全統括管理者 

安全統括管理者 土屋優子 


